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▽
第
55
回
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面
戦
没
者
慰
霊
大
祭

�

並
び
に
臨
時
総
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
は
会
則
に
よ
り
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面

戦
没
者
慰
霊
大
祭
と
、
臨
時
総
会
を
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

　

●
慰
霊
大
祭　

日
時　

令
和
５
年
７
月
30
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
か
ら　
　

本
殿

　

●
臨
時
総
会　

同
日　

午
後
２
時
か
ら　
　

美
須
々
会
館

　

会
員
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

      

会
の
存
続
と
社
団
と
し
て
の
対
応
へ

会
の
存
続
と
社
団
と
し
て
の
対
応
へ

��

長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
　
会
長

長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
　
会
長
　　
小
池
博
之

小
池
博
之

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
作
戦
は
、
南
海
支
隊
の
ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ
ー
陸
路

攻
略
作
戦
に
始
ま
り
、
ア
イ
タ
ペ
で
終
戦
を
迎
え
る
ま
で
、
３
年
半
に
渡

る
過
酷
な
戦
闘
で
あ
っ
た
。
80
年
前
の
昭
和
17
年
８
月
、
南
海
支
隊
の
主

力
が
ブ
ナ
、
パ
サ
ブ
ア
に
上
陸
し
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
お
け
る
戦
闘
の
第

一
歩
を
進
め
た
。
16
日
分
の
糧
食
を
背
負
い
道
も
な
い
未
開
の
ジ
ャ
ン
グ

ル
と
、
３
千
㍍
を
超
え
る
山
稜
を
越
え
て
ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ
ー
を
目
指
し

進
撃
し
た
が
補
給
が
絶
え
、
飢
え
と
病
に
苦
し
み
な
が
ら
作
戦
を
中
断
し

て
退
却
、
攻
略
は
失
敗
に
終
わ
る
。

開
戦
初
期
、
南
海
支
隊
は
南
太
平
洋
の
島
々
を
攻
略
す
る
陸
軍
の
高
知

竹
笹
の
色
と
り
ど
り
の
七
夕
飾

り
に
、
夏
の
訪
れ
を
感
じ
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様

に
は
お
変
わ
り
な
く
お
過
ご
し
の

こ
と
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
新
年
度
の
事
業
計
画
に

つ
き
ま
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
収

束
に
向
か
う
中
で
、
夏
の
慰
霊
大

祭
と
、
現
地
慰
霊
巡
拝
団
派
遣
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

今
年
２
月
の
定
期
総
会
に
お
い

て
、
監
査
委
員
会
か
ら
「
会
の
存

続
と
、
残
さ
れ
た
課
題
へ
の
取
り

組
み
」
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
は
発
足
以
来
55
年
を
迎
え

「
英
霊
を
顕
彰
・
慰
霊
し
恒
久
平
和

を
目
指
す
」
と
い
う
所
期
の
目
的

を
達
し
つ
つ
今
日
を
迎
え
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
後
の
会
の
存

続
を
思
考
す
る
と
、
避
け
て
通
れ

な
い
多
く
の
懸
案
が
あ
り
ま
す
。

①
ウ
エ
ワ
ク
に
設
置
し
た
「
コ

イ
キ
ン
観
音
像
」
と
、
護
國
神
社

境
内
「
嗚
呼
戦
友
の
碑
」
の
今
後

の
維
持
管
理
問
題
②
会
員
の
減
少

に
伴
う
財
源
確
保
③
権
利
な
き
社

団
と
し
て
の
清
算
手
続
き
の
検
討

な
ど
に
も
対
応
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

戦
後
78
年
が
経
過
し
、
戦
後
生

ま
れ
が
９
割
と
な
り
、
戦
争
の
記

憶
は
風
化
し
、
遺
族
会
に
対
す
る

認
知
度
も
低
下
す
る
中
、
日
本
遺

族
会
は
本
年
度
か
ら
戦
後
80
年
に

向
け
た「
組
織
継
承
三
カ
年
計
画
」

を
策
定
、
諸
施
策
の
対
応
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

本
会
も
、
会
の
存
続
と
社
団
と

し
て
の
在
り
方
等
に
真
摯
に
向
き

合
う
こ
と
が
、
私
ど
も
に
課
せ
ら

れ
た
責
務
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
皆
様
の
お
力
添
え
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

歩
兵
144
連
隊
が
主
力
と
な
り
編
成

さ
れ
た
精
鋭
部
隊
で
あ
っ
た
。
緒

戦
で
は
ラ
バ
ウ
ル
占
領
、
ラ
エ
、

サ
ラ
モ
ア
攻
略
に
大
き
な
戦
果
を

あ
げ
た
。
し
か
し
連
合
軍
の
反
撃

が
始
ま
る
と
、
米
・
豪
軍
の
拠
点

基
地
・
ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ
ー
に
対

し
、
陸
路
か
ら
の
攻
略
が
命
じ
ら

れ
る
。

昭
和
17

年
８
月
険

し
い
ス
タ

ン
レ
イ
山

脈
を
越
え
、

待
ち
受
け

る
豪
軍
を

撃
破
し
つ

つ
、
山
麓

の
コ
コ
ダ
を
経
て
ポ
ー
ト
モ
レ
ス

ビ
ー
を
望
見
す
る
、
イ
オ
リ
バ
イ

ワ
ま
で
到
達
し
た
が
、
ガ
ダ
ル
カ

ナ
ル
島
方
面
の
戦
況
重
大
化
に
伴

い
退
却
の
命
が
下
る
。

南
海
支
隊
の
進
軍
経
路
は
、
現

在
「
コ
コ
ダ
・
街
道
」
と
し
て
戦

跡
巡
拝
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

と
し
て
整
備
さ
れ
、
こ
の
国
の
文

化
の
源
流
を
訪
ね
歩
く
ル
ー
ト
と

し
て
、人
気
を
集
め
て
い
る
。コ
ー

ス
は
モ
レ
ス
ビ
ー
～
ポ
ポ
ン
デ
ッ

タ
間
約
100
㌔
テ
ン
ト
で
の
宿
泊
を

含
め
、
10
日
間
日
程
で
極
楽
鳥
や

ト
リ
バ
ネ
ア
ゲ
ハ
は
も
と
よ
り
、

珍
し
い
野
生
蘭
な
ど
も
楽
し
め
る
。

ニューギニア進攻から 80 年
南海支隊のMO攻略戦南海支隊のMO攻略戦

死の進軍・ココダトレイル

ココダトレイルの記念碑ココダトレイルの記念碑
モレスビー市郊外モレスビー市郊外
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春
季
例
大
祭
厳
粛
に
斎
行

　
　

�

コ
ロ
ナ
禍
収
束
・
遺
族
ら
二
百
五
十
名
参
集

長 野 県
護國神社

長
野
県
護
國
神
社
の
令
和
５
年
度
例
大
祭
は
４
月
29
日
・
30
日
の
両

日
、
新
緑
が
映
え
る
神
苑
で
諸
祭
儀
が
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
た
30
日
の
当
日
祭
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
状

況
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
県
内
各

市
町
村
の
遺
族
会
代
表
者
を
始

め
、
関
係
者
二
百
五
十
名
が
参
集

し
た
。

午
前
11
時
、
本
殿
の
御
扉
が
開

か
れ
、
海
川
山
野
の
神
饌
が
献
ぜ

ら
れ
、
奥
谷
一
文
宮
司
が
祝
詞
を

奏
上
。
巫
女
に
よ
る
「
御
霊
慰
め

の
舞
」
が
奉
納
さ
れ
た
。
続
い

て
務
台
俊
介
県
護
國
神
社
総
代

会
会
長
、
後
藤
茂
之
経
済
再
生
大

臣
、
阿
部
守
一
県
知
事
ら
が
玉
串

拝
礼
を
行
っ
た
。

ま
た
、
大
祭
期
間
中
、
神
域
内

で
は
弓
道
大
会
、
文
芸
展
、
諸
流

い
け
ば
な
展
な
ど
奉
納
催
事
も

開
か
れ
、
例
大
祭
に
彩
り
が
添
え

ら
れ
た
。
本
会
か
ら
は
神
社
か
ら

の
招
請
に
よ
り
、
小
池
会
長
が
参

列
し
玉
串
拝
礼
し
た
。

8484
年
ぶ
り
に
米
国
か
ら
遺
影
が
遺
族
の
元
に

年
ぶ
り
に
米
国
か
ら
遺
影
が
遺
族
の
元
に

��

佐
久
市
出
身
の
故
・
臼
田
秀
雄
さ
ん

佐
久
市
出
身
の
故
・
臼
田
秀
雄
さ
ん

��

本
会
が
返
還
事
業
協
力

本
会
が
返
還
事
業
協
力

米
国
か
ら
ジ
ャ
ガ
ー
ド
代
表
来
日

米
国
か
ら
ジ
ャ
ガ
ー
ド
代
表
来
日

県
内
の
戦
争
遺
構
・
象
山
地
下
壕
視
察

県
内
の
戦
争
遺
構
・
象
山
地
下
壕
視
察

日
中
戦
争
末
期
の
昭
和
14
年
末
、

満
州
で
戦
死
し
た
佐
久
市
出
身
の

旧
日
本
兵
の
写
真
が
、
84
年
の
時

を
経
て
、
米
国
か
ら
同
市
に
住
む

遺
族
の
も
と
に
返
還
さ
れ
た
。

米
国
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
、
イ
リ

ノ
イ
州
で
入
手
し
、
本
会
が
こ
の

返
還
活
動
に
協
力
し
て
実
現
し
た
。

写
真
の
持
ち
主
は
、
同
市
協
和

出
身
の
臼
田
秀
雄
さ
ん
（
大
正
７

年
３
月
15
日
生
ま
れ
）。
松
本
50

連
隊
に
入
隊
、
昭
和
14
年
12
月
中

国
・
江
西
省
で
亡
く
な
っ
た
。

米
国
か
ら
本
会
に
届
い
た
写
真

は
５
月
10
日
小
池
会
長
、
安
川
副

会
長
が
佐
久
市
の
臼
田
家
を
訪
問
、

遺
族
関
係
者
に
手
渡
さ
れ
た
。
写

真
を
拝
受
し
た
甥
の
光
男
さ
ん

（
63
）
と
、
姪
の
中
塚
由
枝
さ
ん

は
「
こ
れ
ま
で
伯
父
の
遺
影
は
ス

ケ
ッ
チ
画
し
か
な
か
っ
た
、
上
等

兵
の
襟
章
を
付
け
た
凛
々
し
い
写

真
に
、
親
族
一
同
驚
き
、
感
無
量

で
す
」
と
感
謝
し
た
。

半
世
紀
に
渡
る
米
国
慈
善
団
体

の
遺
留
品
の
無
償
返
還
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
活
動
が
、
時
空
を
超
え
て
写

真
返
還
に
繋
が
っ
た
。
代
表
の

ジ
ャ
ガ
ー
ド
・
千
津
子
さ
ん
は「
写

真
が
ご
遺
族
に
帰
り
、
皆
様
が
喜

ん
で
受
け
取
っ
て
下
さ
っ
た
と
聞

き
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
本
当
に

こ
の
活
動
を
し
て
い
て
良
か
っ

た
」
と
、
メ
ー
ル
を
寄
せ
た
。

昨
年
夏
、
長
野
県
出
身
者
と
み

ら
れ
る
、
日
本
兵
の
遺
留
写
真
６

枚
が
米
国
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で

見
つ
か
り
、
ジ
ャ
ガ
ー
ド
さ
ん
か

ら
本
会
に
情
報
の
提
供
を
求
め

て
き
た
。

こ
の
６
枚
の
内
、
昨
年
８
月
に

は
、
上
田
市
上
室
賀
出
身
で
、
テ

ニ
ア
ン
島
で
戦
死
し
た
宮
入
徳
重

さ
ん
と
判
明
、
写
真
は
本
会
を
通

じ
て
遺
族
に
引
き
渡
さ
れ
た
。

米
国
か
ら
帰
郷
し
た
遺
影
を

米
国
か
ら
帰
郷
し
た
遺
影
を

受
け
取
る
甥
の
臼
田
光
男
さ
ん
と

受
け
取
る
甥
の
臼
田
光
男
さ
ん
と

姪
の
中
塚
由
枝
さ
ん

姪
の
中
塚
由
枝
さ
ん

キ
セ
キ
遺
留
品
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
ジ
ャ
ガ
ー
ド
代
表
は
４
月
中
旬

来
日
、
厚
労
省
、
日
本
遺
族
会
事

務
局
な
ど
を
表
敬
す
る
と
と
も
に
、

国
内
の
協
力
団
体
を
訪
問
し
た
。

県
内
で
は
長
野
市
を
訪
れ
、
本
会

や
全
国
ソ
ロ
モ
ン
会
関
係
者
の
案

内
で
、
松
代
象
山
地
下
壕
と
戦
没

慰
霊
美
術
館
（
無
言
館
）
を
訪
問

し
た
。

本殿へ参進する宮司以下神職本殿へ参進する宮司以下神職
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TOPICS
時
の
話
題

現地調査現地調査
相次いで実施へ相次いで実施へ
本年度は12の地域で計画

戦没者遺骨収集推進協会

コ
ロ
ナ
禍
で
見
送
ら
れ
て
き
た

戦
没
者
遺
骨
収
集
事
業
は
、
昨
年

12
月
か
ら
本
年
３
月
に
か
け
相
次

い
で
現
地
調
査
団
が
派
遣
さ
れ
、

事
業
が
再
開
さ
れ
た
。

遺
骨
収
集
推
進
協
の
説
明
に
よ

る
と
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
マ

リ
ア
ナ
諸
島
、
ビ
ス
マ
ー
ク
・
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
、
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
な

ど
７
地
域
。

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
関
係
で

は
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
東
セ

ピ
ッ
ク
州
ウ
エ
ワ
ク
周
辺
。
ま
た
、

西
ブ
リ
テ
ン
州
、
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル

州
、
ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島
な
ど
の
状

況
に
つ
い
て
は
、
全
国
ソ
ロ
モ
ン

会
か
ら
本
会
に
現
地
調
査
に
関
し

次
の
報
告
が
寄
せ
ら
れ
た
。

○
第
１
次
派
遣
事
業
、
期
間
は

令
和
４
年
12
月
18
日
か
ら
８
日
間

活
動
地
域
は
首
都
ポ
ー
ト
モ
レ

ス
ビ
ー
、
西
ブ
リ
テ
ン
州
ホ
ス
キ

ン
ス
、
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
州
ブ
カ
島
、

ソ
フ
ァ
ナ
島
。
コ
ロ
ナ
禍
で
現
地

に
保
管
さ
れ
て
い
る
ご
遺
骨
の
状

況
確
認
と
情
報

収
集
活
動
を

行
っ
た
。

西
ブ
リ
テ
ン

州
博
物
館
で
は
、

３
年
間
仮
安
置

さ
れ
て
い
た
ご

遺
骨
の
保
管
状

況
を
確
認
し
た

が
、
一
柱
ご
と

に
丁
寧
に
納
骨

袋
に
収
め
ら
れ
保
管
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
た
。
ソ
フ
ァ
ナ
島

で
は
現
地
人
も
参
加
し
て
慰
霊
追

悼
式
を
行
っ
た
。

○
第
２
次
派
遣
事
業
、
期
間
は

令
和
５
年
１
月
15
日
か
ら
10
日
間
、

活
動
地
域
は
ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ
ー

か
ら
ホ
ス
キ
ン
ス
に
移
動
、
主
要

任
務
で
あ
る
ご
遺
骨
の
洗
骨
鑑
定

と
慰
霊
祭
や
報
告
会
を
行
っ
た
。

○
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
地
域
は

１
月
20
日
か
ら
か
ら
２
月
１
日
の

13
日
間
実
施
し
た
。
こ
れ
ま
で
現

地
に
保
管
し
て
い
る
東
セ
ピ
ッ
ク

州
、
サ
ン
ダ
ウ
ン
州
、
モ
ロ
べ
州

地
域
の
遺
骨
を
鑑
定
し
23
柱
を
Ｄ

Ｎ
Ａ
鑑
定
の
た
め
、
検
体
は
日
本

に
送
還
し
、
ご
遺
骨
は
現
地
の
日

本
大
使
館
に
安
置
し
た
。

遺
児
に
よ
る
現
地
慰
霊
の
旅
再
開

遺
児
に
よ
る
現
地
慰
霊
の
旅
再
開

��

付
添
い
者
へ
も
国
の
補
助
金

付
添
い
者
へ
も
国
の
補
助
金

横 田  久 さ ん
旭 日 双 光 章

叙勲受章祝賀会を開催

令
和
４
年
秋
の
叙
勲
に
お
い
て
、

旭
日
双
光
章
を
受
章
し
た
横
田
久

本
会
顧
問
の
叙
勲
祝
賀
会
が
３
月

４
日
長
野
ホ
テ
ル
犀
北
館
で
開
催

さ
れ
た
。

会
場
に
は
発
起
人
の
荻
原
健
司

長
野
市
長
を
は
じ
め
、
若
林
健
太
、

宮
下
一
郎
、
務
台
俊
介
国
会
議
員
、

加
藤
久
雄
前
長
野
市
長
、
遺
族
会

役
員
、
友
人
な
ど
百
人
余
が
参
集

し
盛
大
な
祝
宴
と
な
っ
た
。

挨
拶
に
立
っ
た
荻
原
市
長
は「
長

野
市
遺
族
会
長
初
め
、
県
遺
族
会

長
、
日
本
遺
族
会
理
事
な
ど
長
年

に
渡
り
戦
没
者
遺
族
の
福
祉
向
上

に
尽
く
し
た
功
績
は
大
き
い
、
戦

争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の
尊
さ
を
語

り
継
ぐ
更
な
る
活
動
を
祈
念
す
る
」

と
述
べ
た
。

来
賓
の
祝
辞
に
続
き
記
念
品
の

贈
呈
で
、
本
会
か
ら
は
「
九
谷
焼

の
花
瓶
」を
小
池
会
長
が
進
呈
し
た
。

お
礼
に
立
っ
た
横
田
さ
ん
は
「
こ

の
度
の
栄
誉
は
、
ご
遺
族
を
代
表

し
て
受
け
た
も
の
、
活
動
を
支
援

し
て
頂
い
た
皆
様
に
心
か
ら
感
謝

し
た
い
」
と
述
べ
た
。

日
本
遺
族
会
が
厚
生
労
働
省
の

補
助
を
受
け
実
施
し
て
い
る
「
戦

没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
事

業
」
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
見
送
ら

れ
て
い
た
が
、
令
和
５
年
度
か
ら

全
面
的
に
再
開
さ
れ
、
19
地
域
に

対
し
参
加
者
を
募
集
し
て
い
る
。

本
年
度
よ
り
戦
争
の
悲
惨
さ
、

平
和
の
尊
さ
を
引
き
継
ぐ
こ
と
を

目
的
に
、
青
年
部
育
成
の
一
環
で
、

付
き
添
い
者
と
し
て
孫
、
ひ
孫
甥
、

姪
の
旅
費
に
対
し
国
の
補
助
金
が

受
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

募
集
要
項
は
次
の
通
り

▼�

地
域
及
び
時
期

　
（
関
係
す
る
地
域
の
み
掲
載
）

○�

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

　

�（
マ
ダ
ン
、
ウ
エ
ワ
ク
、
ボ
エ

キ
ン
、
ブ
ー
ツ
、
ラ
エ
）

�

10
月
25
日
～
11
月
１
日

○�

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
・
特
定
地
区

　

�（
マ
ダ
ン
、
ウ
エ
ワ
ク
、
ハ
ン
サ
、

ポ
ポ
ン
デ
ッ
タ
、
ギ
ル
ワ
）

�

令
和
６
年
２
月
１
日
～
８
日

○�
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
・
特
定
地
区

　
�（

ジ
ャ
ヤ
プ
ラ
、
ゲ
ニ
ム
、
ビ
ア

ク
島
、
マ
ノ
ワ
ク
リ
、
ソ
ロ
ン
）

�
令
和
６
年
２
月
13
日
～
22
日

○�

ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島

　

�（
カ
ビ
エ
ン
、
ラ
バ
ウ
ル
、
ブ

カ
島
、
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
）

�

10
月
25
日
～
11
月
１
日

▼
参
加
費
・
申
し
込
み
先

10
万
円
、
長
野
県
遺
族
会
事
務

局
又
は
市
町
村
の
遺
族
会
、
申
し

込
は
実
施
日
の
二
ヵ
月
前
ま
で
。

本
会
は
こ
の
事
業
に
参
画
し
て
、

２
名
の
会
員
を
派
遣
す
る
。
希
望

者
は
７
月
15
日
ま
で
に
当
会
の
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
選
考

と
な
る
。

な
お
、
集
合
場
所
ま
で
の
交
通
費

帰
国
時
の
宿
泊
代
、
渡
航
手
続
き

料
等
の
費
用
は
個
人
負
担
と
な
る
。

本会からの記念品を受ける横田夫妻本会からの記念品を受ける横田夫妻

西ニューブリテン州博物館に西ニューブリテン州博物館に
仮安置されているご遺骨を確認する仮安置されているご遺骨を確認する
大使館員　大使館員　（提供　ソロモン会）（提供　ソロモン会）
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★
84
年
の
時
空
を
越
え
て
、
米
国

の
慈
善
団
体
か
ら
兵
隊
さ
ん
の
写

真
が
佐
久
市
の
遺
族
の
元
に
帰
っ

た
。
本
会
が
橋
渡
し
の
お
手
伝
い

を
し
て
実
現
し
た
が
、
初
め
て
遺

影
を
見
た
遺
族
は
驚
愕
し
、
感
謝

し
た
。
★
コ
ロ
ナ
が
感
染
症
法
上
の

位
置
付
け
が
変
わ
っ
て
、
海
外
遺

骨
収
集
事
業
も
復
活
。
現
地
へ
の

慰
霊
の
旅
も
再
開
さ
れ
る
が
、
戦

争
を
知
ら
な
い
若
い
世
代
の
方
々

に
も
ご
協
力
を
頂
き
た
い
。
★
元

会
長
の
横
田
久
さ
ん
、
叙
勲
受
章

祝
賀
会
盛
大
に
開
催
。
戦
没
者
遺

族
の
福
祉
向
上
に
尽
く
し
た
功
績�

が
顕
彰
さ
れ
た
、
更
な
る
遺
族
会

存
続
の
た
め
お
力
を
頂
き
た
い
。

★
こ
の
程
、
TV
番
組
「
世
界
不
思

議
発
見
」
で
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
セ�

ピ
ッ
ク
川
流
域
集
落
が
紹
介
さ
れ

た
。
内
容
は
期
待
に
反
し
踊
り
や

食
べ
物
ば
っ
か
り
で
、
こ
の
地
で�

80
年
前
、
日
・
米
・
豪
軍
が
三
年

半
に
渡
り
戦
闘
を
繰
り
広
げ
た
こ

と
は
一
切
触
れ
ず
残
念
至
極
★
人�

類
は
こ
れ
ま
で
何
回
も
ウ
イ
ル
ス�

に
よ
る
感
染
症
と
戦
っ
て
き
た
、�

コ
ロ
ナ
も
よ
う
や
く
収
束
に
向
か

っ
て
い
る
と
さ
れ
る
が
、
再
び
感
染�

拡
大
も
心
配
さ
れ
る
。
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
も
引
き
続
き
重
要
と
さ
れ

る
。
新
た
な
感
染
者
も
増
え
て
い

る
と
か
、
皆
様
も
御
身
ご
大
切
に

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。�

（
Ｔ
）

第第
5555
回回��

通
常
総
会
の
報
告

通
常
総
会
の
報
告

 

東
信
代
表
幹
事

  

大
角 

貞
夫
さ
ん
　
逝
去

　
訃
報

第
55
回
長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

会
通
常
総
会
は
、
天
候
不
良
の
た

め
開
催
日
を
一
日
遅
ら
せ
て
、
２
月

12
日
松
本
市
浅
間
温
泉
・
み
や
ま

荘
で
開
催
さ
れ
た
。
総
会
は
、
午

後
２
時
に
開
会
、
初
め
に
南
十
字

星
の
下
に
眠
る
ご
英
霊
と
昨
年
度

に
亡
く
な
ら
れ
た
会
員
物
故
者
に

対
し
黙
祷
を
捧
げ
た
。

冒
頭
、
小
池
博
之
会
長

が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
昨

年
度
は
２
月
の
定
期
総
会

の
後
、
７
月
の
ニ
ュ
ー
ギ

ア
方
面
戦
没
者
慰
霊
大
祭

は
３
年
ぶ
り
に
参
加
制
限

を
解
除
し
て
厳
粛
に
斎
行
。

ま
た
、
現
地
慰
霊
巡
拝
団

の
派
遣
事
業
は
、
一
昨
年

に
続
き
中
止
と
な
っ
た
」

と
、
説
明
し
た
。

そ
の
他
の
事
業
に
つ
い

て
は
、会
報
「
椰
子
の
樹
」

の
年
２
回
発
行
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

HP
の
維
持
管
理
、
新
年
の
「
靖
国

カ
レ
ン
ダ
ー
」
発
行
・
制
作
に
あ
た

り
、
本
会
広
報
部
の
参
画
、
米
国

の
慈
善
団
体
・
イ
セ
キ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
か
ら
の
依
頼
で
「
旧
日
本
兵
の

遺
品
返
還
活
動
」
に
協
力
し
、
上

田
市
の
ご
遺
族
に
引
き
渡
さ
れ
た

こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

議
事
は
、
安
川
副
会
長
が
議
長

に
選
任
さ
れ
進
め
ら
れ
た
。
第
１
・

２
号
議
案
「
令
和
４
年
度
事
業
・

決
算
報
告
」。
第
６・７
号
議
案
「
令

和
５
年
度
事
業
計
画
・
予
算
案
」
は
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
承
認

さ
れ
た
。

ま
た
、
第
４
号
議
案
の
新
役
員

の
選
任
は
、
小
池
会
長
以
下
幹
事

ま
で
20
名
の
役
員
を
選
任
。
中
信

地
区
代
表
幹
事
に
川
上
白
雪
さ
ん

（
松
本
市
）
が
新
任
さ
れ
た
。

再
選
さ
れ
た
小
池
会
長
は
、
役

員
紹
介
あ
い

さ
つ
で
「
役

員
の
皆
さ
ん

の
年
齢
は
80

歳
を
超
え

て
気
力
、
体

力
と
も
大
変

厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
半
世

紀
を
越
え
伝�

統
あ
る
本
会�

を
さ
ら
に
存

続
す
る
た
め
、�

役
員
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
微
力

な
が
ら
奮
励
努
力
い
た
し
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
お
力
添
え
を
お

願
い
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
内
容
は

次
の
と
お
り

１
．
令
和
４
年
度
収
支
決
算
報
告

　

収
入
総
額�

２
，
０
８
２
，
１
１
６
円

　

支
出
総
額�

８
４
０
，
７
１
３
円

　
（
差 

額
） 

１
，
２
４
１
，
４
０
３
円

�

（
翌
年
度
繰
越
金
）

２
．
令
和
５
年
度
事
業
計
画

・
第
55
回
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面

　

戦
没
者
慰
霊
大
祭

　
（
７
月
30
日
㈰
午
後
１
時
～

� 


松
本
市
・
県
護
國
神
社
）

・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面
慰
霊
巡
拝
団
派
遣

・
会
報
「
椰
子
の
樹
」
２
回
発
行

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
維
持
管
理

・
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
戦
友
遺
族

会
や
栃
木
県
護
國
神
社
な
ど
、

県
外
友
好
関
連
団
体
と
の
交
流

３
．
令
和
５
年
度
予
算

　

収
入
総
額�

１
，
９
６
９
，
４
１
３
円

　

支
出
総
額�

１
，
４
８
８
，
０
０
０
円

　

次
年
度
繰
越�

４
８
１
，
４
１
３
円

４
．
新
役
員
は
次
の
皆
さ
ん

�

（
敬
称
略
）

 

顧
問　

 

横
田　
　

久
（
長
野
市
）

 

同　
　

 

本
田　

昌
彦
（
青
木
村
）

 

同　
　

 

大
久
保
典
昭
（
松
本
市
）

 

同　
　

 

原　
　

雅
彦
（
長
野
市
）

 

会
長　

 

小
池　

博
之
（
富
士
見
町
）

�

広
報
委
員
長
兼
務

 
副
会
長 

長
田　

健
治
（
長
野
市
）

�

会
計
兼
務

 

同　
　

 
成
沢　

勝
人
（
大
町
市
）

 

同　
　

 
安
川　

叡
春
（
佐
久
市
）

�

幹
事
長
兼
務

 

同　
　

 

宮
島
い
く
子
（
長
野
市
）

�
女
性
部
長
兼
務

 

同　
　

 

大
久
保
寛
憲
（
長
野
市
）

�

事
務
局
兼
務

 

監
事　

 

米
澤　

生
久
（
千
曲
市
）

 

同　
　

 

水
澤　

博
人
（
信
濃
町
）

 

副
幹
事
長

　

 　
　

 

荒
井　
　

綏
（
長
野
市
）

 

同　
　

 

宮
嶋　

叙
子
（
中
野
市
）

 

北
信
代
表
幹
事

　
　
　

  

竹
村　
　

淳
（
長
野
市
）

 

東
信
代
表
幹
事

　
　
　
　

大
角　

貞
夫（
立
科
町
）

 

中
信
代
表
幹
事

　
　

川
上
白
雪（
松
本
市
）【
新
任
】

 

南
信
代
表
幹
事

 　
　
　

 

山
崎
富
士
男
（
伊
那
市
）

 

同　
　

 

三
沢　

卓
夫
（
岡
谷
市
）

 

幹
事　

 

小
林　

武
夫
（
上
田
市
）

 

同　
　

 

西
村
千
代
子
（
安
曇
野
市
）

 

同　
　

 

松
田　

克
江
（
宝
塚
市
）

 

同　
　

 

高
林　

利
光
（
岡
谷
市
）

 

同　
　

 

山
田　

和
子
（
松
本
市
）

 

同　
　

 

宮
本　

佳
雄
（
千
曲
市
）

当
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
に
次
の
会
員

か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　

長
野
市　

丸
山
芳
邦　

様

　
　
　

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
事
務
局
か
ら
▲

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

令
和
５
年
３
月
20
日
没
・
享
年
86
歳

大
角
さ
ん
は
、
平
成
19
年
８
月

入
会　

令
和
２
年
以
降
東
信
地
区

代
表
幹
事
と
し
て
当
会
の
運
営
に

指
導
的
な
立
場
で
率
先
し
て
関
与

し
、
通
常
総
会
な
ど
に
お
け
る
的

確
な
意
見
の
具
申
に
よ
り
、
会
の

円
滑
な
活
動
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

みやま荘で開催した第55回通常総会みやま荘で開催した第55回通常総会


